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図 1 試験片形状 
 
 
図 2 加熱装置 
 
 

































においても 350 サイクルでき裂が発生した．400 サイ
クル終了時の表面状態を図 4 に示す．DH31 の切欠き
底表面付近では細かなき裂が多数発生していた．また，
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図 5 残留圧縮応力に及ぼすき裂発生の影響 
 
 
4 結 論 
 
SKD61，ショットピーニングした SKD61，DH31 の
熱サイクル試験を行った結果，以下の結論が得られた． 
 
1. 本実験における耐ヒートチェック性は，
SKD61>SKD61+SP>DH31 となった． 
2. ショットピーニング処理による残留圧縮応力の導
入には有用であるが，ショットピーニングに伴う
表面粗さの増大は，き裂発生の起点になる． 
3. DH31 は他の試験片に比較して早期に微細き裂が
発生するが，成長は遅い． 
4. 熱疲労による微細き裂は，残留圧縮応力を計測す
ることで検出できる． 
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